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第１１５回女川原子力発電所環境調査測定技術会議事録

開催日時：平成２１年８月７日 午後１時３０分から
開催場所：宮城県原子力防災対策センター ２階 全体会議場
出席委員数：２２人
会議内容：

１ 開会
司会： ただ今から、第１１５回女川原子力発電所環境調査測定

技術会を開催いたします。

司会： 会議に先立ちまして、本会議には委員数２７名のところ、
２２名の御出席をいただいておりますので、本会は有効に
成立しておりますことを報告いたします。

司会： 開会にあたり、宮城県環境生活部今野部長からあいさつ
を申し上げます。

２ あいさつ
（今野環境生活部長あいさつ）

３ 新委員の紹介

司会： 続きまして，新たに本技術会の委員に就任していただい
た方々を御紹介いたします。
東北電力株式会社土木建築部火力原子力土木課長の小林

正典委員です。
次に、東北電力株式会社女川原子力発電所技術課長の菅

原勲委員です。
以上でございます。

司会： それでは、今野会長に議長をお願いし、会議に入らせて
いただきます。

４ 議事
議長： それでは，次第に基づき議事に入ります。

評価事項の「イ」平成２１年度第１四半期の「環境放射
能調査結果」ついて説明願います。

(1) 評価事項
イ 女川原子力発電所環境放射能調査結果(平成２１年度第１四半期
報告)について
(三浦委員から平成２１年度第１四半期の環境放射能調査結果に
ついて説明）

議長： ただ今の説明につきまして、御意見、御質問がございま
したらお伺いいたしします。
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岩崎委員： 今のストロンチウムの件については、改善策が見つ
かったということなんですけれども、今回どうしてこうな
ったかということについて、まだ未解明な部分があると記
載されていますので、今後のこともありますので、原因に
ついてももう少し検討していただきたいと思います。
それと、一つお聞きしたいのは、指標線量率のデータを

見させていただくと、小積局の指標線量率がちょっと動き
が大きいなというふうに見えたんですけれども、この辺に
ついてはどのような……、大きいなというのは、うねりが
大きいなと、個々の小さい点ではなく。いかがでしょうか。

三浦委員： まず、小積局の件ですけれども、ちょっと確かにほ
かの局よりも大きいんですけれども、正確に申し上げるこ
とできませんので、お時間をいただければと思います。申
しわけございません。
それから、１点目に戻りまして、なお原因究明管理につ

いてということですが、海藻の中に含まれているフコイダ
ンという中のぬめりというんですか、それにどうも硫黄分
が多く含まれているような……というところまで突きとめ
てございますので、今の先生のお話ありましたように、も
うちょっとその辺も調査しながら、できれば原因をつかめ
るようにしたいと思います。

梅田委員： アラメの件で、素人質問になっちゃうかもしれませ
んけれども、これはそうすると日本じゅうほかにもいっぱ
い原発あるわけですね。同じようにアラメ使っているのは
ほかでもあるんですか。というのは、要するに今回ここの
女川のこの件で初めてこういう誤差が起こり得るというの
が見つかったということでよろしいんでしょうか。

三浦委員： 他県においてアラメの分析を行っているのかは、今
はわかりませんが、主に宮城県でやってございます。同じ
ような褐藻類、ほかの要するに茶色の海藻ですね、そうい
うものについては石川県とかほかの県でもやっておりまし
て、過去にヨウ素の検出があったということについては聞
いてございますけれども、宮城県のこのアラメは、どちら
かというと宮城県のこの付近に特有のというか、そうした
ものであるというふうに認識しております。

梅田委員： それが特にアラメに限って硫黄の含有率が高いとい
うことで、ほかの海藻関係というのは余り問題にならなか
ったということですか。

三浦委員： ここに、ちょっと触れませんでしたけれども、３ペ
ージのところに、ワカメ、同じような褐藻類の仲間なんで
すけれども、右側の写真で赤いマジックで、オレンジ色で
すね、「ホヤ」と書いているのと「ワカメ」とあります。
左側にはそれぞれアラメの試料、どこでとったのにこれく
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らいの残渣、白い粉が残るよと、数百ミリグラムぐらいな
んですけれども、ホヤは別の種類のものもいるようでござ
いまして、じゃあ海藻、ワカメはどうかというと、これは
茶色ではなくて灰色の粉ではなくて、ぱらぱらとほんのわ
ずかしか残らないということで、このように見えてござい
ます。したがって、同じ海藻の仲間でもアラメはかなりそ
ういうふうな硫黄を含む成分というのが多いのではないか
と。今いろんなところでそのようで、先ほど岩崎先生から
ご指摘ありましように、今後もう少しこの辺は調べていか
ないと、ほかの海藻はどうなのかとかというのがよくまだ
わからないんですけれども、今まで手がけた部分での写真
で見る範囲では、このように試料、個体というんですか、
種別ごとに若干の違いもあると、そういうふうに考えてお
ります。

梅田委員： こういう知見がいろいろ蓄積されてきて、やっぱり
今後はデータの精度とかって上がってくると思うので、ぜ
ひまたよろしくお願いします。

山崎委員： 資料の１５ページの表－２－４のところですが、や
はりアラメの話になりますけれども、対照海域のところで
若干の数値が出たというようなお話でしたが、もう一度、
対照海域での採取場所を教えてもらえないですか。

三浦委員： これは、資料編の１９ページを開いていただきます
と、そこに左下の方に、宮城県の北、「気仙沼市」と上の
方に書いてございますが、女川原子力発電所、半径１０キ
ロで丸く囲んでおります。そのちょっと斜め下のところに
逆三角でつけてございまして、そこの位置から採取した試
料でございます。

山崎委員： そうしますと、本来は全くここの発電所とは関係な
いバックボーンといいますか、として出すべきところで、
こういう数字が出てしまっているということでしょうか。

三浦委員： そうですね、今までの傾向もそうでございましたけ
れども、たまたま発電所の前面海域で検出された場合と同
じ時期に検出される場合もございましたけれども、むしろ
「対照海域」と呼んでおりますこちらの方では、年間を通
じてほぼコンスタントというんですか、出続けているよう
な傾向が見られてございまして、発電所から直接起因する
ものとして考えるには、距離的にも離れているということ
もございまして、発電所の直接の原因、こちらまでは及ん
でいないということも考えて、そこの水の影響はないもの
というふうに今まで判断してございました。

尾定委員： ストロンチウムの抽出で、回収率が改善できたとい
うんでよろしいんですけれども、この資料の中を見ると、
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ちょっと今まで気がつかなかったことがあって、ホヤから
抽出されたときにケイ酸が多いんで、比較的残渣が多いよ
うで、ビーカーで……。もとの重量がどれぐらいか、同じ
だということかわかりませんけれども、ホヤの場合の、そ
れに残るんだったら回収率は実は低いのかなと。実際その
ストロンチウムはホヤの場合はＮＤになっているんですね。
今そこで初めて気がついたんですけれども、アラメはこれ
で解決できるかもしれないけれども、じゃあホヤはどうな
んだろうかというところがちょっと気になるんですけれど
も、回収率はどうなんでしょう。

事務局： ８０％ぐらいは回収できます。

山村委員： 今のアラメ試料におけるストロンチウム－９０の話
に関しましては、今、先生方からご指摘があったところで
す今回は炭酸塩処理をされることによって、一度出された
データの訂正ができたと理解すれば、異常がなかったとい
う意味でもよかったですし、また、さかのぼって測定をや
り直すことができたという意味でも大変よかったと理解を
しています。今後、同じような状況が出てくる可能性とい
うのはあるわけですし、その場合に異常が出たとわかって
からこの炭酸塩処理をされるとなると、やはり今回のよう
に訂正をするぐらいの時間がかかることになるというふう
に理解するんですけれども、ここはいかがでしょうか。

三浦委員： これにつきましては、原則としてというんですか、
炭酸塩処理までも含めた工程を一応考えて処理をしていき
ます。そしてやはり今問題になっておりますのは、この回
収率が悪いとどうもやっぱり一般的というんですか、それ
ほど経験はないんですけれども、データにあいまいさとい
うんですか、不確定さが残るということで、やはり８０と
か９０％の回収がないと信頼をおけるデータにはならない
んじゃないかということで、そこまで達していればあえて
無理してやる必要ということはないかもしれないんですけ
れども、まずはその回収率を見ながら、場合によっては、
もう無条件にというんですか、回収率がどうしても８０ま
でいかないような場合については炭酸塩処理までも含めて
データの信頼性を上げるように、そうした仕組みというも
のをつくっていきたいと思っています。

山村委員： そうしますと、灰分からの抽出がうまく行えなかっ
たかどうかは回収率を算出して判断するということですね。
悪かった場合には灰分からの炭酸塩処理を直ちに始めると
いうような理解でよろしいでしょうか。

三浦委員： そうですね、必ず炭酸塩処理でもって残った残渣を
また溶かして処理できるのかどうかということが問題にな
りまして、原則としてはそのような処理をすれば回収率を



- 5 -

上げることができますので、それをまずやってみるという。
それでもだめなときは、やはりまた試行錯誤しながら、い
ろいろ文献を見ながらというふうなことでトライしていか
なきゃいけないんじゃないかと思いますけれども、原則と
しては大丈夫な方向じゃないのかなと、そのように考えて
おります。

関根委員： 特にないんですけれども、今、山村先生がご心配な
さっているのは、時間的に迅速性が炭酸塩処理によって大
きく欠けるということはございませんか。それを多分心配
されたんじゃないかなというふうに思ったんですが。

事務局： 通常行っている分析等の工程と並行して炭酸塩処理が
行えるように手順を工夫して組み込みましたので、大丈夫
だと考えています。
残渣の量は、最初にろ過した時点でどれぐらいあるかと

いうのは大体目視で見当がつきますので、多ければ炭酸塩
処理は十二分にやりたいと。それであと、ろ過して酸を加
えたときに発泡するかどうかで溶け出したかどうかの判断
もできますので、それで適宜対応したいと考えております。

議長： 御意見、御質問はございませんか。
ないようでしたら、次の評価事項「ロ」、平成２１年度

第１四半期の「温排水調査結果」について説明願います。

ロ 女川原子力発電所温排水調査結果(平成２１年度第１四半期報
告)について
(事務局から平成２１年度第１四半期の温排水調査結果について
説明）

議長： ただ今の説明につきまして、御意見、御質問がございま
したらお伺いいたします。

尾定委員： 今、実際に１号機しか動いていなかった状態なので、
温排水は特に大して出てこないんですけれども、その最後
のところの５月１２日から１３日の間を欠測扱いという説
明されたときに、温度センサーの接続部分が断線というか
接触不良という話だったんですが、それは、しっかりつな
いでなかったということか、それとも何か老朽化してとい
うことでしょうか。

東海林委員： 少し地下道のところの舗装の修繕工事をやってい
たんですが、その一環で水の排水をせざるを得なくて、一
部、本来捨てるべき場所じゃないところに、こういうふう
な配線系統が埋められているトランクがあるんですが、そ
のトランクのところを排水側溝等を誤認してしまって排水
を流してしまったということのために、電気の方の一部不
具合が発生してしまったというふうな事象です。速やかに
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発見次第排水して、機能は点検して復旧したということで、
本当に申しわけなかったんですが、５月１１日から１２、
１３とデータがとれなかったという事象が発生してしまい
ました。

尾定委員： 結局はその工事関係者との間の伝達ミスということ
ですよね。

東海林委員： そうです。施工会社と電力側の方でのコミュニケ
ーションが一部業者と不足してしまったということが原因
だということになります。

尾定委員： こういうことに関してはいろいろともう少し情報を
共有してという話は前から出ていますから、細かいところ、
その辺細かいところの積み上げですので、その辺しっかり
やってもらいたいと思います。よろしくお願いします。

東海林委員： はい、注意していきます。

山崎委員： ちょっと細かいことかもしれませんけれども、８ペ
ージです、表－２のところですが、１番と６番の塩分が結
構高目に出ているんですけれども、地図を見ますと湾の奥
の方の場所のようですが、この時期、普通にこうなんでし
ょうか。

事務局： ご承知のように女川湾は結構湾が深く内湾までありま
して、やっぱり５月あたりですと結構天気のいいころ、そ
の当日の気象条件等で内湾なんかは水温が上がるときなん
かもございますので、そのような関係ではないかとは思っ
ております。

議長： 御意見、御質問はございませんか。
ないようでしたら、次の評価事項「ハ」、平成２０年度

の「環境放射能調査結果」について説明願います。

ハ 女川原子力発電所環境放射能調査結果(平成２０年度報告)につ
いて
(三浦委員から平成２０年度の環境放射能調査結果について説
明）

議長： ただ今の説明につきまして、御意見、御質問がございま
したらお伺いいたします。

関根委員： 各局共通なんですけれども、この項目の中で「積算
降水増分」というのがございますね。表－４－１－４。例
えば女川局のところを見てみますと、下段に項目と書いて
ありまして、平均値、標準偏差、最頻値、最大値、最小値、
積算値の次に「積算降水増分」というのがあります。これ
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はいつも出していましたですか。

三浦委員： 年報にだけ記載しております。

関根委員： どんなふうに出したか、ちょっと教えていただけま
すか。

三浦委員： ここは、雨が観測されている時間帯の線量率を積分
したものです。ですから雨の影響によって、降水があった
ときの線量というふうに……。

関根委員： そうすると増分ではないわけですね。

三浦委員： 平均値を引いていますので、増分ということです。

関根委員： 増分になるんですか。出している意味を忘れてしま
ったものですから、教えていただければと思うんですけれ
ども。

事務局： 月ごとに雨が降っているときの線量の増分を算出して
おります。例えば冬場になりますと大陸からの影響で気団
の影響で天然の放射性物質を多く含んだ大気が来ますので、
降水によって線量率が増加する場合があります。その下に
「降水増加率」というのがございますけれども、降水１ミ
リ当たりで線量率がどれだけ上昇するかというのを算出し
たものです。これは冬場に大陸からの気団の影響で値が増
加するのではないかという考えのもとに、月単位で降雨の
影響を見るために算出しているものです。

関根委員： なるほど、わかりました。
このあらわし方なんですけれども、「月」と書いてあり

ますので、それで結構かと思うんですが、積算値の上は全
部、「/h」の単位がついているんですね。それが月という
ふうになったときにはその単位が消えるんですね、積算と
いうことで。「月」と書いてありますんで特にいいのかな
とは思うんですけれども、ただ、上のところとの整合性が
とれないのかなと思って。ご検討いただればと思います。

三浦委員： 先ほど岩崎先生から小積局の指標線量率の件で質問
がございました。雨などによる土壌水分等の影響があって、
このように揺らいでいるのではないかというふうに考えて
おります。もう少しこれについては、もう少し詳しく調べ
させて頂きまして、今回はとりあえずの回答とさせていた
だきます。

岩崎委員： 多分そのような答えかなとは思うんですけれども、
私がお聞きしたいのは、今までの、過去の傾向と今回のデ
ータが特別おかしくないかと、小積、あるいはほかの局は
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こういう傾向にあるとかという概略的な把握がなされてい
る方がいいと思いますので、この局は周りの周辺環境や土
壌の水分とかさまざまな雨量に対してこういう変動をする
んだというようなところをちょっとつかんでおいていただ
けたらと思っていますので、ご検討いただければと思いま
す。

三浦委員： わかりました。それも含めて検討いたします。

議長： 御意見、御質問はございませんか。
ないようですので、平成２１年４月から６月までの「環

境放射能調査結果」及び「温排水調査結果」の評価と平成
２０年度の「環境放射能調査結果」につきまして、本日の
技術会で御了承をいただいたものとしてよろしいでしょう
か。

（異議なし）

議長： それでは、これをもって御評価をいただいたものといた
します。
次に、報告事項に移ります。
報告事項「イ」の「女川原子力発電所の状況について」

を説明願います。

(2) 報告事項
イ 女川原子力発電所の状況について
(菅原委員から女川原子力発電所の状況について説明）

議長： ただ今の説明につきまして、御意見、御質問がございま
したらお伺いいたします。

岩崎委員： 今、最後に安全・安心ということですけれども、私
が一番心配するのはＥＣＣＳが作動しなかったという事象
で、これについてお聞きしたいんですけれども、ＥＣＣＳ
が作動しないという状況のもとで運転を続けられたと思う
んですけれども、それはどうしてですか。

菅原委員： 今回、格納容器圧力高という信号だけで起動しなか
ったということで、まず、水位が下がったときにはその回
路が自動的にリセットされて起動する、そういうシステム
は残っておりました。また、ＥＣＣＳについては、高圧系
については、自動安全弁みたいなものがありまして、それ
が動作するということで、今回高圧注水系がだめでも、そ
の自動減圧系があれば何かトラブルがあっても原子炉は安
全に停止することができます。

岩崎委員： いや、ＥＣＣＳというのはもう最後のものですから、
安全弁がふけばＥＣＣＳは要らないのかということになっ
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ちゃいますよね、今の論法だと。そういうことではないん
じゃないですか。

菅原委員： 今回そういうことでは非常にご心配をかけて申しわ
けないと思っておりますが、今後そのようなことがないよ
うに、しっかりやっていきたいと思っております。

岩崎委員： いや、それじゃ困るんです。ＥＣＣＳが働かない原
子力を動かしてもらっちゃ困る。どうしてとめなかったん
ですか。

菅原委員： まず我々が気づいたのが、１カ月に１回サーベイラ
ンスで初めてそういう状態にあったということを気づきま
した。その後、すぐＥＣＣＳが起動出来る状態に戻してお
りますので、我々としては安全上問題ないと考えておりま
す。

岩崎委員： この保安規定上というか、確かに指摘されるとおり
で、格納容器の圧力高では動作しなかったんですか。

菅原委員： タービントリップ信号が保持されている状況では、
格納容器圧力高では動作しないということから、今回保安
規定違反ということで保安院から指示を頂きました。

岩崎委員： だから、保安規定違反かどうかというのは私よくわ
からないんだけれども、高圧注水系が働かない可能性があ
るときに、どうしてとめないのかと。ほかのね、例えばほ
かの次の給水加熱器の事象とか、ほかのところではとめて
るんですよね。

菅原委員： この給水加熱器については、作業環境というか、放
射線量の高いところでもあり、停止し点検しないとわから
ないというところがありましたので、安全最優先という観
点から、とめて点検をした次第でございます。

岩崎委員： だから、その安全というのが、何の安全かというこ
とです。原子炉を冷やす機能が失われるかもしれない、非
常に事故が大きくなるかもしれないという可能性が頭にあ
れば、とめましょうかという議論が出て、最優先で確認し
て、少なくとも県にお伺いを立ててというようなところま
でやるべき非常に重要な事象ではないかと私は考える。社
内でちょこちょこっと見て、ああよかった、よかったで済
むような話じゃないんじゃないかと思うのね。あのとき私
聞いたときに、とめるのかなと思ったら、とめないで、す
ぐ運転されていたわけね。この結果を見ると、まさにそう
いう事象を報告を見ても何だかよくわからない原因だった
と。ランプ切れなんていうのは、もう論外ですよね。原子
力施設でランプ切れを起こしちゃだめなんですよ。ランプ
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切れを起こしたとたんに、もう運転員が誤判断するのは、
引き起こすわけですから。まさに起こしているわけです。
ランプ切れなんていうのは一番大事なことなんですよ。そ
れはどこの原子力施設だって、加速器施設だって大学だっ
てランプ切れというのは１日１回は必ず点検しているわけ
です。切れてましたというのでランプ切れ、普通のこのラ
ンプじゃないですよ。炉の水位でしょう。そのくらい真剣
に考えていただかないと、保安院から指摘されて、書類上
の問題じゃなくて、安全に対して本当に考えていらっしゃ
るのかと言いたくなるような気持ちになります。ＥＣＣＳ
ですよ。制御棒はね、うんと大変ですけれども、多重化し
てますよね、１３０何本ある。ＥＣＣＳの高圧注水系が一
つだめでなりましたと。そういうわけにいかないじゃない
ですか。と思いますので、原因究明が国から求められてお
りますということだったので、その辺の安全に対する意識
をもう一段、本当に運転員の人が持っているのかどうか、
じっくり検討していただかないと非常に不安になると私は
思います。不安になりますので、よろしく検討して、しっ
かりと対策を講じていただきたいと思います。

菅原委員： はい、わかりました。今、しっかりそういうところ
を聞き取り調査含めて、根本原因、背景要因を調査してい
る次第でございますので、報告結果をまとめて、またご報
告させていただきたいと思いますので、よろしくお願いい
たします。

山村委員： 今の岩崎先生の指摘されましたＥＣＣＳの件では、
最近また１件あったかと思います。このＥＣＣＳが作動し
なかった原因が球切れだというようなお話で、非常にたわ
いもないといいますか、この検査をどれくらいの頻度でや
っているかということについても岩崎先生からも話があり
ました。球切れというのは計器・計測上の一番の基本的な
チェックかと思いますが、実際どれくらいの頻度でやって
いるんでしょうか。今後、ＬＥＤにかえられるというのは
わかりますが、ＬＥＤにかえていなくても球切れをチェッ
クするというのは非常に基本的なことだと思いますが、ど
うでしょう。

菅原委員： 女川１号機については、古いプラントですので、ま
だＬＥＤ化はされていませんが、実は警報ランプとかとい
うのは、ランプテストのボタンがついておりまして、そこ
で球切れがないかどうかの確認をしております。こちらの
今の球切れだったものがテストボタンというのがついてい
なくて、それで球切れ状態というのが確認できなかったと
いうのが今回の出来事の原因になったというふうに考えて
おります。ですから、球切れの交換する期間とかというの
は、どちらかといえば切れてから交換するような対応をし
ておりますので、そういうところもちょっと見直す必要が
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あると考えております。

山村委員： ちょっと今のご回答でなかなか理解しにくいところ
もありますけれども、この機会にほかの２点ほどちょっと
教えていただきたいことがあります。最後の５点目の補助
ボイラーの件につきまして、この運転時間の超過が問題に
なったということです。このような運転時間、起動回数等、
発電所の中で管理をする当然のことが今回漏れたというこ
とが問題だと思うんです。実際これはどこの課が、どこの
部署がこのような管理を担当されて、実際どこでこういう
チェックミスが起きたのかということについて、多分調査
されているかと思いますが、ご回答をよろしくお願いしま
す。

菅原委員： 今の現段階では、運転日誌というところをつくって
いるのは運転員がいる発電管理課というところでございま
す。そのほか機械保修課というところで検査を実施したり、
あとは検査の申請をするところが保修管理課というところ
で、三つの課が関係しておりまして、そういうところでし
っかり運転時間を管理する、この４０００時間を管理する
というところが少しお互いにあいまいになってしまったと
思います。申請することは４０００時間というのをわかっ
ていたんですけれども、実際記録をとるところはその４０
００時間が今回の定期事業者検査の延長の制限になってい
たという認識がちょっと欠けていたところが今現在わかっ
ているところでございます。ですから、そういうことがな
いように、今後しっかり、お互いに業務をラップさせると
かコミュニケーションをよくするとか、そういう対策をこ
れからしっかりとやっていきたいと考えております。

山村委員： そうしますと、その三つの課がこの管理、チェック
に関与されているというお話ですが、なれ合いになってし
まっていたということで、どこがきちんと責任を持って管
理すべきかということについては今の時点では余り明確に
なっていないという理解でいいでしょうか。

菅原委員： どこかで気づけばこういうことは本当に起きなかっ
たと思います。基本的には運転員も日誌にきちんと制限値
とかが記載されていれば、その時点で気づいたと思います。
申請する方もデータを事前に入手していれば、４０００時
間になる前に定期事業者検査を開始できるとかそういう判
断ができたと思われることから、どこが一番悪いとかそう
いうことではなくて、どこかがやっぱり抜けていたために
このような運転時間の確認が漏れてしまったということで
す。お互いに少しラップして業務を見れるように工夫して
いきたいと考えています。

山村委員： 今回はこういう問題が起きましたが、このあたりを
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はっきりと原因またチェック体制を構築していかないと、
またほかのところで問題が起きてくるということかと思い
ます。
もう１点ですが、１番目の異物の問題なんですが、これ

で例えば再発防止策ということで超音波洗浄を行うという
ことを提案されているわけですが、こういうことも、今回
この３号機で初めて起きた問題なのか。全国で運用されて
いるデータベースもあると思いますので、当然予想されて
いたことであるのか、あるいは本当に初めて生じた事象で
あって、今後このような対策で……。そういうことであれ
ばいいと思いますが、やはり対策がいろんなことで後手後
手に回っているといいますか、応急処置的になっていると
いうことが非常に気になっています。例えばこの問題に関
しては、全国でも初めての事象であればこの対応でいいか
と思いますが、実際のところどうなんでしょう。

菅原委員： この事象については、我々も情報を管理するニュー
シアというシステムを使用しておりますが、そこで検索し
ても、当該弁のこの場所についての異物というのは今回当
社が初めてでした。今まで女川１・２・３号機、東通でも
運転しても、このような事象はなかったことから、今後は
似たような事象から、しっかり先手を打てるように対策を
立てていきたいと考えております。

山村委員： この女川あるいは東北電力さんの中では初めてであ
っても、全国の事業者さんの間でトラブル、事象関係のデ
ータベースが構築されているかと思いますが、そういうこ
との中でも例はないということでしょうか。

菅原委員： 今の段階ではそういう例がなかったというふうに私
も聞いておりますので、例がないと思っています。

山村委員： それでは、きちんと対策を今後ともよろしくお願い
します。

議長： 御意見，御質問はございませんか。
ないようでしたら、次の報告事項「ロ」の女川原子力発

電所１号機浸漬式放水口モニタ試運用の状況について、説
明願います。

ロ 女川原子力発電所１号機浸漬式放水口モニタ試運用の状況
について

(齋藤委員から女川原子力発電所温排水調査結果の総合解析・評
価について説明）

議長： ただ今の説明につきまして、御意見、御質問がございま
したらお伺いいたします。
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関根委員： 幾つかお伺いしたいことがあります。まず、通常の
この仕様の比較をした場合に、バックグラウンドがかなり
前のデータよりも低くなっていると思いますけれども、こ
れの原因をまずお伺いしたいと思います。

齋藤委員： この原因は幾つかあると思っていますけれども、一
番その数値に影響をあらわしておりますのは、検出器のサ
イズが違いまして、今までのものは３インチ、この新しい
モニタは２インチということで、この容積の違いが大体３
倍くらい違います。そういうことで値が今までのものが６
００に対して２００くらいということで、そういうことで、
これが主な数値の違いということだと思いますけれども、
逆に、今言いましたようにバックグラウンドが下がります
ので、非常に何かあった場合に視認性がいいということも
言えると思います。

関根委員： そこのところが難しいんですけれども、本当にそう
いうふうになっているのかということは何かで保証できま
すか。それはもちろん検出器が小さければバックグラウン
ドは減りますが、カウントも減りますよね。

齋藤委員： ただ、今までの方式ですと、測定する範囲が大体１
００リッターくらいの容器でしか……、ところが今回は大
体直径、一番近いところでも１メートルくらいの大きい、
いわゆる採取する海域が大きくなりますんで、感受性は劣
らないと思います。

関根委員： それは間違いないですか。

齋藤委員： 計算、メーカーでそれは評価してございまして、ち
ょっと細かい話になると、今データはちょっと持ってきて
おりませんが、

関根委員： わかりました。それから、とめているときでも今度
ははかれるというので、それはそれでいいんですけれども、
水位が変わってバックグラウンドは変わりませんか。

齋藤委員： これも実験データがございまして、２メートルくら
いまでは割と落ちてくるんですけれども、これが最近の遮
へい効果のデータでして、深くなるほど遮へい効果が効い
てきまして、水位が変動してもさほど影響はないというデ
ータがありますけれども、これもさらにデータを検証して
評価してまいりたいと思います。

関根委員： それが測定値ですよね。

齋藤委員： ええ、そうです。
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岩崎委員： これは実験の測定値です。この実機じゃなくて、実
験データです。他地点でのものです。

関根委員： それをぜひ確認していただきたいと思います。そう
すれば間違いないということを確信できますので。それか
ら、ちょうどその１号機のこの計画外停止があった時期が
ありましたけれども、このときには水位は下がっているん
ですか。ポンプはとまったんですか。

齋藤委員： このときは、ですから、１号機ですから、ポンプは
たしか動いて……。済みません、ちょっとわかりません。

関根委員： わかりました。逆に、もしもとまっているんだった
ら、そのデータがちょうど実測になりますんで、水位が低
いときには値を示していることになりますから、ひょっと
したらそうかなと思ったもんですから。あとは、その温度
補償ですね、そこんところ大変だと思うんですけれども、
これは何とかなるものでしょうか。

齋藤委員： これもちょっとメーカーに今相談していますが、現
状のものは温度補償がついていないものが標準でありまし
て、ただし既設の一部は３号機のやつも温度事象があって
もやっぱり大分メーカーとかでばらつきがありますんで、
採用できるものであれば採用したいと思っております。

関根委員： ちょっと個性がはっきりと見えるようなので、特に
緑色の線の号機については危惧されて検討していただけれ
ばと。よくよく見ると、私も気がつかなかったんだけれど
も、青いのがだんだんだんだんふえていっていませんか。
青い方は、徐々に徐々にバックグラウンドが。今、６月ま
でですので、７月のデータも近いと思いますので、そうい
う少しこの先のものも一緒に見られて、それで、何か付着
物とか、そういう可能性もありますので、検討していただ
ければと思います。

齋藤委員： 今後データをもう少し積み上げて、それも確認して
まいりたいと思います。

岩崎委員： 最後のＡ系、Ｂ系、二つどうするかという話、非常
に難しいですよね。ただ、平均値というのは余りよろしく
ない。結局何をはかっているかわからないことになってし
まうので、と思いますけれども、やっぱりどっちか一つは
正で、どっちか予備ということになるんだと思うんですけ
れども、その辺ちょっとしっかりご検討いただいて、県の
方と。両方正というようなことは非常に難しいので、一時
的には使うときには少しずれがあるのはしようがないとは
思いますけれども。それで、スペクトル測定というのはど
うなっているんですか、今回。ガンマ線のスペクトルは、
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とってられるんですか、常時。

齋藤委員： とってあります。

岩崎委員： それで例えば線量超えたときにはいろいろチェック
されると思うんですけれども、県の方にもこういうことと
かそういう話はどんなふうに言っているんですか、スペク
トルデータということで。

齋藤委員： 計算機も改造が必要だと思います。今後県さんと相
談させてもらいながら……。

岩崎委員： 望む方向とすれば、やはりスペクトルデータが広く
公開になる方が安心でありますので、その方向で検討いた
だくということを希望しますけれども、いろいろ無理な点
もあるでしょうけれども、一度ご検討いただきたいと思い
ます。

齋藤委員： 今後に向けての検討課題とさせていただきたいと思
います。

梅田委員： まず１点、先ほどの関根先生の質問で、右肩上がり
になっているというのは、これはまだ全然原因というか、
そういうのはよくわからないという理解でよろしいですか、
まだ現段階では。

齋藤委員： まだ推定はついておりません。

梅田委員： 何となく、Ａだけじゃなくて、Ｂもやっぱり上がっ
ているような様子が見られるんで、何だろうなと見た瞬間
にちょっと思ってたんですけれども、ご検討いただければ
と思います。あと、試運転している期間は多分何もない平
和なデータが続くと思うんですけれども、何かあったとき
にもちゃっとはかれるんだという、そういう保証というの
はどういうふうに確認したらよろしいのかなというのがち
ょっと気になったんですけれども。

齋藤委員： 何かあったらはかるというのは、どういう……。

梅田委員： 要するに、異常値と言ったらいいのか、何か事故が
あったようなときに何かすごい高い値が例えばあり得ます
よねというところで、つまりこの平常時のデータがそれな
りに１年なり終えていれば、事故と言ったらいいのか、そ
ういうのがあったときのデータもちゃんととれますねとい
うのは保証されると思っていいのかどうなのかというとこ
ろなんですけれども。

齋藤委員： この放水口モニタの設置した目的といいますのは、
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通常の放出は液体廃棄物処理系のところでちゃんと確認し
て出しておりますんですけれども、予期しない放出を放水
口で監視するという目的でつくっているものでありまして、
もしそういう、実際何らかで上昇した場合には、例えばサ
ンプリング装置で実際放水をとって直接はかるとか、そう
いう方法で実際の評価をすることにはなると思います。

梅田委員： 緊急時には結局生の水をとって何らかの分析をして
っていう方を信頼して扱うことになるんですか。

齋藤委員： 濃度評価としては、そういう形になると思います。

山村委員： ちょっと教えていただきたいんですが、一番下に降
水量を示しているということは、やはりこのＡ系にしても
Ｂ系にしても、上昇しているところが関連を持っていると
いうことを示されているわけですね。

齋藤委員： ええ、そうです。

山村委員： そうしますと、今後この新しいシステム、浸漬式モ
ニタですと、従来はそこまで必要がなかったものがこうい
うふうに敏感に見られるようになってきているということ
かと思います。実際の運用でもこういう降水量と併記する
ような形で示すことになるということになるわけですね。

齋藤委員： これは今後の話ですけれども、そういうことも可能
でございます。気象データがありますので、そのデータと
合わせて表示させるということも可能です。

山村委員： 最終的にはその予期せぬ放出を監視するということ
ですから、そういう降水量によって変動するという部分に
ついては明確に除かないと、本当に見たい部分が出ないと
いう可能性があると思いますが。

齋藤委員： そういうお考えもあろうと思いますけれども、もう
一つの考えとしては、データをいじくっていいのかという
話があります。それについては、モニタリングステーショ
ンなんかのデータも同じような感じで出しておりますので、
これはご相談になりますけれども、ちゃんととれたデータ
を皆さんに公表するというのが今までのスタンスと考えて
おります。

山崎委員： このＡとＢに関することですが、Ａに関しては先ほ
どもご指摘がありましたように若干増加傾向、６月に見え
るということですが、Ｂに関してはむしろ温度との負の相
関というんでしょうか、が何か見えるように私には感じま
す。例えばオレンジ色の、これは放水温度ですよね。停止
している期間中、温度が大分下がっているわけですけれど
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も、そこのところを見るとちょうど同期しているところは
やはり上がっているように見えます。あと、４月の頭のと
ころで次第に温度が上がっていくと、これは逆に下がって
いると。やっぱり温度との逆相関のようなのが若干見える
ような気がします。やはり、ちょっとＡとＢで、そういう
意味で値そのものだけじゃなくて特性も若干違うのではな
いかという気がしますので、その辺も含めて検討いただけ
ればいいんじゃないかなと思います。

齋藤委員： 先生ご指摘の一般的にはNaIの計数は温度が上がると
下がる、温度が下がると計数というのは上がるという一般
的な性能がございます、先生話したとおりです。何でこれ
ＡとＢがちょっと違うのか。Ｂの方はそういうことで説明
がつくんですけれども、先ほどありましたように、Ａの方
はちょっと私どももどうしてかなと今考えておるので、今
後その辺は明らかにしてまいりたいと思います。ありがと
うございます。

議長： 御意見，御質問はございませんか。
ないようでしたら、次の報告事項「ハ」の女川原子力発

電所３号機におけるプルサーマル計画につきましては、資
源エネルギー庁及び原子力安全・保安院から説明していた
だきますが、質問は全ての報告終了後に一括して受け付け
ることと致します。それでは、はじめに資源エネルギー庁
原子力発電立地対策・広報室の杉本室長様から「プルサー
マルのエネルギー政策の必要性」について説明願います。

ハ 女川原子力発電所３号機におけるプルサーマル計画につい
て

(資源エネルギー庁から「プルサーマルのエネルギー政策の必要
性」について説明）

議長： 続きまして、原子力安全・保安院原子力発電安全審査課
の野口課長様から「女川原子力発電所３号機のプルサーマ
ルについて」説明願います。

(原子力安全・保安院から「女川原子力発電所３号機におけるプ
ルサーマルについて」説明）

議長： ただ今の説明につきまして、御意見、御質問がございま
したらお伺いいたします。

岩崎委員： 安全審査のご報告をいただいたのは、非常に大量の
データで、中身、これだけではちょっと議論できないので、
今後、正直検討すると。これから十分これについて宮城県
として考えていかれると思うんですけれども、私ちょっと
お聞きしたいのは、必要性についてですけれども、なぜ今
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なのかと。一番最後のＯＨＰで最近の動きというのを見せ
ていただくと、やっぱりまだ途中の施設が国内的には整備
されていないというのがありますので、今でなくていいん
じゃないかというのが私の感覚的にはあるんです。例えば
少なくともＭＯＸ工場ができてからでいいんじゃないかと
か、そういう点からどうなんでしょうか。

資源エネルギー庁： 今ご指摘いただいたとおり、先ほどの１６
ページのところでご説明したような状況が今の状況ですけ
れども、そして今こういった再処理工場やＭＯＸ燃料工場
というのはないんで、それらについては海外に委託してい
るということになっております。この一連の工程を今は海
外に委託しておりますけれども、だからといって、ちょっ
と先ほどらいご説明しましたリサイクルの意義というもの
がなくなるものでもないと思っております。そしてまた、
核燃料サイクル全体としては、このように幾つもの施設が
あって、それがそれぞれの技術的、社会的な事情がある中
で、同時に一斉にいけばそれはもちろんそれにこしたこと
はないんですけれども、部分部分でもしっかり進めていく
ということが非常にサイクル全体の完成に向けて重要だと
思っております。そういうことで、できるところからとい
うふうなところはまだ見えませんけれども、全体の完成を
目指して着実に進めていきたいということでやってござい
ます。

岩崎委員： よくわかるんですけれども、私お聞きするわけに、
やっぱりなぜ今なのかという質問に対する、もう少し何か
ある……理由は多分ご説明いただいた方がいいかなと思い
ます。それは、立場によっていろいろ違うと思いますけれ
ども、その点私ちょっと今そういう疑問を持つ点がありま
す。それと、ちょっとこれは余談のコメントになるんです
けれども、４ページ目で新エネルギーとの比較がされてい
るわけですけれども、これはいつも出てくる、大学でも出
てくる議論なんですけれども、確かに太陽光と風力という
のはお金とか場所がかかりますねということなんですけれ
ども、じゃあうちの方の今いろいろ議論しているのは山手
線の中を全部ソーラーで埋めたら温度はどうなるんですか
とか、そうすると環境が変わるんじゃないですかという言
葉もありまして、風力でとめてしまったら下流の風がなく
なるわけで、そちらの環境破壊になるんじゃないですかと
いう議論があるんじゃないかという指摘が、私もそう思っ
ているんですけれども、その点を少し議論していただいて、
大規模なやっぱり発電をすると必ず環境にどこかにデフィ
シットがあるという視点を入れてご説明して、平等に比較
していただくことが必要かなと思いますので、そういうデ
ータをご検討いただけないかなと。ちょっとコメントです
けれども、よろしく、そういう感想です。
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資源エネルギー庁： 確かに４ページのところについては、ちょ
っと模式的にこのように書かせていただきましたけれども、
ちょっと今のコメントについては、ちょっと関係庁の方と、
そういったことにお答えできるようなことがあるかどうか
ちょっと聞いてみたいと思います。

議長： 御意見、御質問はございませんか。
なければ、他に報告する事項などありましたらお願いし

ます。

加賀谷委員： 基調講演会のパンフレットをお配りしております
が、私たちどもプルサーマルについて住民の方々の理解を
深めていただくために講演会を計画しておりまして、平成
２１年９月５日土曜日に牡鹿会場と女川会場の２会場で実
施させていただきます。第１部では、プルサーマルのエネ
ルギー政策上の必要性と、それから女川原子力発電所のプ
ルサーマル計画について説明しまして、第２部では「プル
サーマルの問題点」として小林圭二先生、「プルサーマル
の技術的安全性」として出光一哉先生に講演をお願いして
おります。また、その後、質疑をしたいと思います。なお、
今後、もっと質疑ができるような形のコーナーというもの
を考えております。会場の制約もありますので、参加申し
込みをしていただきまして、その中で人数が多い場合は地
元の方を優先に抽選させていただきたいと考えております。
以上でございます。

議長： 御意見、御質問はございませんか。
なければ、他に報告する事項などありましたらお願いし

ます。
他にないようですので、報告事項を終了といたします。

その他の事項として、事務局から何かありますか。

５ 次回開催

事務局： 次回の技術会の開催日を、決めさせていただきます。
平成２１年１１月５日の木曜日、仙台市内で開催とさせて
いただきたいと存じます。

議長： ただ今事務局から説明がありましたが、次回の技術会を
平成２１年１１月５日の木曜日、仙台市内で開催すること
でよろしいでしょうか。

（異議なし）

議長： それでは、次回の技術会は１１月５日の木曜日、仙台市
内で開催しますので、よろしくお願いいたします。

議長： その他、何か、御意見、御質問等はございませんでしょ
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うか。

議長： それでは、これで、本日の議事を終了とさせていただき、
議長の職を解かせていただきます。

６ 閉会
司会： それでは、以上をもちまして、第１１５回女川原子力発

電所環境調査測定技術会を終了といたします。
本日は、どうもありがとうございました。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (None)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts false
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with minimum image resolution and no font embedding. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFcd5cc18c0020d574c0c1b3c40020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558ace00020ae00af340020ae30b2a5c7440020d3ecd568d558c9c00020c54aace000200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b67004f4e768456fe50cf52068fa87387800c4e144e0d5d4c51655b574f5330028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b67005c0f76845f7150cf89e367905ea6ff0c4e264e144e0d5d4c51655b57578b3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f300130d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f3092884c308f305a3001753b50cf89e350cf5ea6308267004f4e9650306b62913048305f00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


